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研究成果の概要（和文）：フコイダンはヒトT細胞白血病ウイルス1型（HTLV-1）に対する感染抑制作用をもつこ
とが報告されている。そこで、フコイダンがウイルス表在タンパク質gp46に結合することにより感染を阻害して
いると仮定し、SDS PAGE-ウエスタンブロット法を用いてその検出を試みたが、推定される分子量のバンドを検
出できなかった。予定していた作用機序解明の第一段階で成果が得られなかったため、HTLV-1感染細胞の保存は
順調に進んでいたが、臨床検体を用いた検討もできなかった。また、当初予定していたヒト腸管オルガノイド培
養系を用いたフコイダンの吸収機構の解明にも至らなかった。

研究成果の概要（英文）：Fucoidan has been reported to have an inhibitory activity against HTLV-1 
infection. We tried to elucidate the mechanism of the inhibitory acitivity by detecting the bond 
between fucoidan and HTLV-1 surface protein gp46 with SDS PAGE-Western blotting method, however, we 
could not recognize the band. The first aim of this study was not cleared, so that we could not 
perform the following experiments (a test of the inhibitory activity of HTLV-1 infection on clinical
 specimens, and the investigation of fucoidan-absorption with human intestinal organoid).
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研究成果の学術的意義や社会的意義
フコイダンによるHTLV-1感染抑制の作用機序や腸管吸収が明らかになれば、分子・細胞から個体レベルまで一貫
した機能性研究になり、科学的裏付けのある機能性食品開発に繋がると考えていたが、学術的・社会的意義のあ
る研究成果を上げることができなかった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 申請者らは亜熱帯生物資源の機能性を研究するとともに、沖縄・九州で感染割合が高いヒト T
細胞白血病ウイルス I型（HTLV-1）の実態調査およびHTLV-1が原因で発症する成人 T細胞白
血病（ATL）の臨床研究を行ってきた。これまでに、機能性食品素材であるオキナワモズク由来
フコイダンに HTLV-1 感染抑制作用を見出し、HTLV-1 キャリアにフコイダンを投与する臨床
試験を行って、本物質が体内のプロウイルス量を減少させて ATL発症を予防する可能性を明ら
かにした。しかしながら、詳細な作用機構は不明であった。 
 
２．研究の目的 
本研究では、フコイダンによる HTLV-1 感染抑制の作用機構解明とヒト腸管オルガノイドを
用いたフコイダンの吸収検討を目的とする。そして、将来的に HTLV-1 感染抑制作用が科学的
に証明された機能性食品の開発を行い、対策が困難な HTLV-1感染予防や ATL発症予防に貢献
することを目指した。 
 
３．研究の方法 
フコイダンの HTLV-1 感染抑制作用機構を解明するため、フコイダンが HTLV-1 表在エンベロ
ープタンパク質 gp46 と結合することにより T細胞へ結合・侵入を阻害しているのではないかと
仮定して、各物質の特異的抗体を用いた SDS ポリアクリルアミドゲル（PAGE）-ウエスタンブロ
ット法により、結合性を検出した。試薬として、オキナワモズク由来フコイダン標品及びフコイ
ダン特異的抗体（株式会社サウスプロダクト製）、HTLV-1 gp46 リコンビナントタンパク質（ア
ブカム社製）、HRP 標識抗ウサギ IgG 抗体を用い、ウエスタンブロット法の検出にはイモビロン
Go シンプル（メルク社製）およびシグナル増強剤（ナカライテスク社製）を用いた。 
 
４．研究成果 
 フコイダンが HTLV-1 表在エンベロープタンパク質 gp46 と結合することで T 細胞への結合・
侵入を阻害するのではないかと仮定して実験を始め、SDS PAGE-ウエスタンブロット法により結
合性の検出を試みたが、推定される分子量サイズにバンドを検出することができなかった。その
他の方法としてフコイダンに蛍光標識を行い、それを各種リンパ球の培養液に添加して蛍光顕
微鏡で検出する方法も考えたが、蛍光標識フコイダンを作成することができなかった。予定して
いた作用機序検討の第一段階で成果が得られなかったため、HTLV-1 キャリア・ATL 患者検体のバ
ンキングは順調に進んでいたが、臨床検体を用いた検討もできなかった。また、当初は、ヒト腸
管オルガノイド培養系を用いて、フコイダンがどのように腸管から吸収されるのかを検討する
計画であったが、オルガノイドの培養にも至らなかった。 
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